
（様式－１ 表紙） 
  

 １ 調査名称：八尾地域における都市計画道路網再編等見直し業務委託 
 
 
 
 ２ 調査主体：富山市 
 
 
 ３ 調査圏域：富山都市圏（富山市八尾地域） 
 
 
 ４ 調査期間：平成２１年度 
 
 
 ５ 調査概要： 

   本市の八尾地域の都市計画道路は、主に昭和30年代後半から昭和50年代後半ま

での間に都市計画決定され、全部で18路線、総延長約23.7kmである。整備状況は、

整備済と概成済を合わせた着手済延長が約16.5kmで全体の約7割を占め、残る約7.

2kmの約3割が都市計画決定から30年以上経過する長期未着手状態である。（平成2

2年3月末現在） 

近年は、人口減少や少子高齢化、地球環境問題、市町村合併（平成17年4月）等、

都市計画決定当時と比べて社会経済情勢が大きく変化していることから、都市計

画道路の必要性に変化が生じる路線が存在する。また本市の目指す「公共交通を

軸とした拠点集中型のコンパクトなまちづくり」の方針にマッチした適正な都市

計画道路網の構築が必要である。 
   本調査では、全18路線の内、特殊街路ならびに区画街路を除く幹線街路12路線を

対象として、都市計画道路としての必要性や事業の実現性等を検討し、交通量推計

に基づく道路網検証を実施し、都市計画道路網再編計画案を策定した。 
 
 
  
 



（様式－２ａ 調査概要） 
 
Ⅰ 調査概要 
 
 １ 調査名：八尾地域における都市計画道路網再編等見直し業務 
 
 
 ２ 報告書目次 

 
1. 業務概要 

1-1 業務目的 
1-2 対象路線  
1-3 調査実施方針 
1-4 工程計画  
1-5 見直しフロー 

 
2. 既存資料等の収集・整理 

2-1 既存調査結果 
2-2 八尾地域の現況  

 
3. 都市計画道路の再編検討 

3-1 将来道路網のあり方 
3-2 見直し対象の設定 
3-3 必要性の検討 
3-4 実現性の検討 
3-5 計画妥当性の検討 
3-6 道路網の検証 
3-7 見直しカルテの作成 
3-8 都市計画道路網再編計画素案の作成 

 
4. 交通量推計による検証 
 
5. 都市計画道路網再編計画案の策定 
 
6. まとめ 

 
○巻末資料 

  交通量観測結果 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 
 
 ３ 調査体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ４ 委員会名簿等：委員会なし 
 
 
 
 
 
 
 

○富山市都市整備部都市政策課都市計画係          （監督・方針決定） 
○富山市八尾総合行政センター建設課都市計画・住宅係 

○大日本コンサルタント株式会社              （調査請負） 
北陸支社 技術部 道路交通計画室 



（様式－３ａ 調査成果） 
 
Ⅱ 調査成果 
 
 １ 調査目的 
 
近年の社会情勢の変化、将来のまちづくりの方針を見据え、八尾地域における都市計

画道路に関して交通やまちづくり面での必要性、事業の実現性等を検討し、将来交通量

の推計による道路網検証を行い、地域の実情に配慮した適正な都市計画道路網再編計画

案を策定することを目的とする。 
 
 
 ２ 調査フロー 
 
 
 
 
 



 ３ 調査圏域図 
  八尾地域の都市計画道路があるエリアは、八尾都市計画区域に属し、非線引き都市

計画区域である。 
 

八尾地域 

図 1 調査圏域と調査対象とする都市計画道路 12 路線 

井田川 

井田川 



（様式－３ｂ 調査成果） 
 ４ 調査成果 

（１）八尾地域の特性 

 １）八尾地域の概況 

  八尾地域の市街地は富山と飛騨を結ぶ二ツ屋街道（飛騨街道）、婦中町長沢地域

方面と結ぶ街道との分岐点に位置し、1532年に飛騨から坊を移した聞名寺の門前町

として開かれた町である。1927年、富山～八尾間の鉄道の開業により旧町部から越

中八尾駅まで現在の市街地が形成された。1980年代、富山テクノポリス開発計画の

主要拠点である富山八尾中核工業団地が整備され、さらに“おわら風の盆”が全国

的に知られるようになり年間約60万人が訪れる観光都市に発展した。 

 

２）八尾地域の都市計画道路の特性 

  ①八尾地域の主要幹線道路 

   八尾市街地・工業団地と近隣地域および広域道路との連絡を図り、物資輸送・通

勤・広域観光等の交通をより円滑に誘導する役割を担う。 

 

  ②八尾地域の幹線道路 

市街地道路網の骨格を形成するとともに、市街地内の交通を集約して速やかに主

要幹線道路に誘導する役割を担う。幹線道路は近隣住区の外郭を形成する役割も担

うが、八尾地域は比較的コンパクトなまちであり、井田川によって物理的に分断さ

れた地域の交通軸として配置する。また、市街地に隣接する工業団地へのアクセス

誘導軸として配置する。 

 

③八尾地域の補助幹線道路 

幹線道路で区切られた市街地内の交通を集約して速やかに幹線道路へ誘導する

役割を担う。 
 

 

図 2 八尾地域市街地の幹線道路軸 図 3 八尾地域市街地の補助幹線強化方向 



 （２）既存資料等の収集・整理  

都市計画決定関連資料、街路台帳等の既存資料を収集・整理し、現地踏査を踏ま

え八尾地域における都市計画道路網の成り立ちや現況を把握した。 

 

（３）都市計画道路の再編検討  

「富山県都市計画道路見直しの基本的指針（平成17年9月）」（以下、県指針と

いう。下図参照）に基づき、都市計画道路に対する評価を行い、再編の方向性を

検討した。評価にあたっては、指針に示されている評価項目の他、交通量配分結

果から得られる定量的な指標を加え、路線別カルテ(【参考資料】参照)として整

理した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１）必要性の検討 

既計画道路網における将来交通量配分を実施し、交通計画上及びまちづくり上の

必要性を踏まえて評価した。必要性が認められない路線については、その要因も合

わせて整理し、交通量配分により代替路線についても検討した。 

下表の交通計画上の必要性（①～⑤）とまちづくり上の必要性（⑥～⑩）を評

価基準として、評価結果、代替道路の有無、各々の判断根拠等を整理した。 
 

＜交通計画上の必要性＞                   ＜まちづくり上の必要性＞ 

 

 

 

図 4 都市計画道路の見直しフロー：「富山県都市計画道路見直しの基本的指針（平成 17 年 9月）」 

① 高速道路網を形成する都市計画道路である ⑥ 主要施設へのアクセスに必要な都市計画道路である
② 都市間の連絡機能を有する都市計画道路である ⑦ 地域のまちづくりに資する都市計画道路である
③ 都市部の環状機能を有する都市計画道路である ⑧ プロジェクトを支援する都市計画道路である
④ 都市軸となる都市計画道路である ⑨ 公共交通の利用促進に資する都市道路計画である
⑤ 道路ネットワーク構築上、必要な都市計画道路である ⑩ 防災に資する都市計画道路である

表 1 都市計画道路の必要性評価基準 



２）実現性の検討 

事業の実現性は、県指針の評価基準より、以下の①～③の視点から評価した。 

 
 
 
３）計画妥当性の検討 

必要性と実現性から既存の計画を見直した結果、既存計画12路線のうち4路線が廃

止、2路線が一部廃止、1路線が一部変更となった。これらの見直しを考慮した都市

計画道路網を下図に示す。 

見直し案は、②鏡町水谷線、⑧高熊井田線、⑨妙川寺井田線で八尾市街地を網羅

する三角形の骨格道路網を形成し、この骨格道路網に対して駅、中心市街地および

工業団地とのアクセスを確保している。この見直し案では、骨格道路から500mの圏

域が用途地域を概ねカバーでき、既存街路網との連携により円滑な交通誘導が可能

である。 

見直し案はネットワークの断続がなく市街地周辺地域の道路網や交通動線との整

合性が確保されており妥当である。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４）道路網の検証 

検討結果を踏まえ、見直し案の道路網の影響を交通量配分により把握し、八尾地

域における将来交通の支障の有無を確認した。 

支障が生じた場合は、検討結果を再精査するとともに、新規都市計画道路の提案

や他路線の計画変更の可能性について検討することとした。 

図 5 必要性と実現性から見た見直し案 

① 歴史的街並み等を喪失する

② 市街地の空洞化やコミュニティの低下を招く

③ 自然的環境や生活環境に多大な影響を及ぼす

表 2 事業の実現性の評価基準 



５）都市計画道路網再編計画素案の作成 

検討結果より、八尾地域における将来の都市計画道路網計画の素案を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）交通量観測  

交通量配分に用いるネットワークデータの精度検証のため、交通量観測を実施し

た。対象箇所は、平成17年道路交通センサス（H17センサス）未観測路線のうち、ネ

ットワークの精度検証上必要と思われる箇所を選定した。 

 
（５）交通量推計  

H17センサスベースの現況・将来OD表を用いて交通量配分を行った。 
１）現況道路網（1ケース） 

H17時点での交通量を、交通量配分により推計した。推計結果と、H17センサス

の交通量観測結果および本業務で実施した交通量観測結果とを比較し、交通量配分

モデルの精度を検証した。検証した結果、交通量の少ない地点でバラツキが出てい

るものの相関係数が0.83程度であり、推計モデルは概ね妥当である。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

整理
番号

街路
番号

都市計画道路名 見直し方針

① 3.4.1 諏訪町上野線 廃止

② 3.4.2 鏡町水谷線 継続

③ 3.4.3 福島石戸線 区間廃止

④ 3.4.4 八尾駅上井田新線 区間幅員変更

⑤ 3.4.5 工業団地線 継続

⑥ 3.4.6 八尾駅井田線 区間廃止

⑦ 3.4.7 八尾駅上野線 廃止

⑧ 3.5.8 高熊井田線 継続

⑨ 3.5.9 妙川寺井田線 継続

⑩ 3.5.10 下新町上野線 廃止

⑪ 3.5.11 上野南部線 廃止

⑫ 3.5.12 第２工業団地線 継続

現況検証
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H17道路交通センサス地点

再現性

No 路線名 区間 ①実測交通量 リンク ②推計交通量 ②/① 備考

番号 (台/日) 番号 (台/日)

1 (一)千里八尾線 66097 7,263 6201489 6,949 96%

2 (主）富山八尾線 4027 9,160 6100540 8,957 98%

3 (一)掛畑井田新線 6053 2,078 6960005 1,420 68% ※1,2

4 (一)上笹原東町線 6062 1,446 311 883 61% ※1

交通量調査地点（H21.9.15（火））

再現性

No 路線名 調査結果 ①実測交通量 リンク ②推計交通量 ②/① 備考

(台/12h) (台/日) 番号 (台/日)

1 (都)妙川寺井田線 10,072 12,590 6100550 9,791 78%

2 (主)砺波細入線 2,757 3,446 6201492 4,663 135% ※2

3 (都)八尾駅上井田新線 2,038 2,548 112 3,681 144% ※3

4 (都)福島石戸線 2,616 3,270 109 4,850 148% ※3

5 (都)鏡町水谷線 1,800 2,250 124 3,861 172% ※3

6 一般国道472号 605 756 6001460 1,607 213% ※1,3

7 (都)福島石戸線 3,161 3,951 6100570 5,887 149% ※2

8 (都)八尾駅上井田新線 1,629 2,036 144 1,354 67% ※2

9 (都)鏡町水谷線 3,730 4,663 129 6,842 147% ※2

10 (都)福島石戸線 777 971 125 1,546 159% ※1

11 (都)高熊井田線 1,197 1,496 118 1,266 85%

12 一般国道472号 3,610 4,513 6201508 5,292 117%

13 (都)工業団地線 2,203 2,754 137 1,387 50% ※3

14 新婦広域農道 4,567 5,709 6100560 5,007 88%

注） 12時間交通量調査結果はH17道路交通センサスにおける一般県道・市街地の昼夜率1.25により日交通量に補正

　<備考>再現性における誤差の理由

※1 ：山地部や細街路で交通量が少ないため、バラツキがでやすい。

※2 ：ゾーン（一定の地域）内に発生集中する交通を１つの交差点で代表しているため、発生集中点付近ではバラツキが生じる。

※3 ：ＯＤ表の発生集中交通量と実態の発生集中交通量の差違が大きいと想定される。

H17配分結果H17センサス

H20交通量調査 H17配分結果

表 3 都市計画道路網再編計画素案の概要 

図 6 都市計画道路網再編計画素案 

表 4 推計交通量と実態交通量の比較 

図 7 現況検証 



 
  ２）既定計画道路網（1ケース） 

既定計画道路網での将来交通量を、交通量配分により予測した。ネットワークデ

ータは、現況ネットワークを基本に、既定計画の道路を追加して作成した。推計年

次は、H17センサスの将来OD表の年次（H42）で行うこととした。本推計結果を都

市計画道路の必要性の検討時に活用した。 
 

３）見直し候補路線未整備道路網（必要ケース） 
見直し候補路線が、未整備の場合の道路網を想定し、個々の路線のみが未整備の

場合における交通量を推計した。本推計結果を都市計画道路の必要性の検討時に活

用した。 
 
４）再編後道路網（1ケース） 
都市計画道路の再編検討結果を反映した道路網での将来交通量を交通量配分によ

り推計した。本推計結果は、道路網の検証において活用した。（下図参照） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 8 再編後道路網の将来交通量推計(H42)結果（上左図：交通量、上右図：混雑度） 



（６）都市計画道路網再編計画案の策定  
素案に対する将来交通量の検証結果および関係機関との調整結果を受けて、八尾地域

の都市計画道路網再編計画を下図のように策定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７）まとめ 
本業務は、県指針に基づき、八尾地域における未着手都市計画道路の見直しを検討し、

適正な都市計画道路網の構築に向けた都市計画道路網再編計画案を策定した。見直しの

結果、幹線街路12路線のうち4路線が廃止、2路線が一部廃止、1路線については計画幅

員を縮小して継続する方針とした。今後は、都市計画道路網再編計画案をもとに地域住

民との合意形成を図り、地域の実情に配慮して都市計画の案を定める。 

図9既定計画道路網の見直し方針 図 10 見直し方針を踏まえた都市計画道路網 



【参考資料：路線別カルテ（諏訪町上野線）】 

 
 
 



【参考資料：路線別カルテ（諏訪町上野線）】 


